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(57)【要約】
　近隣情報を通信するための方法は、アクセスポイント
において近隣情報を生成することを含む。方法はまた、
ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）において、ア
クセスポイントから第２のアクセスポイントに近隣情報
を通信することを含む。近隣情報は、アクセスポイント
の動作クラス、一次動作チャネル、アクセスポイントの
ターゲットビーコン送信時間ＴＢＴＴおよびＢＳＳＩＤ
に関する情報を備え得る。さらに、近隣情報は、時間同
期機能ＴＳＦ情報を備え得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）プロパティの効率的な更新を可能にするため
にＮＡＮ中のアクセスポイント間で近隣情報を通信するための方法であって、
　前記ＮＡＮに参加している第１のアクセスポイントにおいて前記近隣情報を生成するこ
とと、前記近隣情報は、前記第１のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび前
記第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポ
イントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つを示す、
　前記第１のアクセスポイントにおいて、前記ＮＡＮに参加している第２のアクセスポイ
ントを検出することと、ここにおいて、ＮＡＮデータパスチャネルは、前記第２のアクセ
スポイントを前記第１のアクセスポイントに通信可能に結合する、
　前記第１のアクセスポイントの前記ネットワークプロパティおよび前記第１のアクセス
ポイントの前記ブロードキャスト範囲内の前記少なくとも１つの他のアクセスポイントの
前記ネットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関連するデータを前記第２のアク
セスポイントに提供するために、前記第１のアクセスポイントから前記第２のアクセスポ
イントに前記近隣情報を通信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記近隣情報は、ＮＡＮ動作専用チャネルを介して前記第２のアクセスポイントに通信
される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＮＡＮ動作専用チャネルは、前記ＮＡＮに参加している複数のアクセスポイントに
よって共有され、前記ＮＡＮ動作専用チャネルは、前記ＮＡＮデータパスチャネルとは異
なり、前記複数のアクセスポイントは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のア
クセスポイントを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記近隣情報は、１つ以上のチャネルにわたって前記複数のアクセスポイントの動作を
調整するための時間同期機能（ＴＳＦ）情報を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＴＳＦ情報は、ＮＡＮのビーコン送信動作、前記ＮＡＮ内のプロキシアナウンスメ
ント、および前記ＮＡＮ内の別の送信のうちの少なくとも１つに基づく、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　前記第２のアクセスポイントは、前記第２のアクセスポイントの１ホップ範囲内にある
第３のアクセスポイントに前記近隣情報を通信する、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のアクセスポイントに前記近隣情報を前記通信することの前に、１つ以上のア
クセスポイントから他の可能な近隣情報を検出するために、特定の時間期間中に前記ＮＡ
Ｎ動作専用チャネルをスキャンすることをさらに備え、
　前記第１のアクセスポイントは、前記検出された他の可能な近隣情報の対応する信号強
度に基づいて前記第２のアクセスポイントへの前記近隣情報の通信を抑制するかどうかを
決定する、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のアクセスポイントは、前記ＮＡＮに参加している第３のアクセスポイントか
らの別の近隣情報の受信信号強度が閾値を満たす場合、前記近隣情報の通信を抑制するこ
とを決定する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記近隣情報は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉ規格に従った近隣レ
ポートを含み、前記近隣レポートは、前記第１のアクセスポイントの近傍における近くの
アクセスポイントのリストを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記近隣情報は、前記第１のアクセスポイントのビーコンフレーム、プローブ応答、ま
たは高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）ディスカバリフレームを使用して通信され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記近隣情報は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ｖ規格に従った近隣レポ
ートを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記近隣情報は、前記ＮＡＮに参加している第３のアクセスポイントに関する情報を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第３のアクセスポイントに関する前記情報は、前記第３のアクセスポイントの動作
クラス、前記第３のアクセスポイントの一次動作チャネル、前記第３のアクセスポイント
のターゲットビーコン送信時間、前記第３のアクセスポイントの基本サービスセット識別
（ＢＳＳＩＤ）、前記第３のアクセスポイントのサービスセット識別（ＳＳＩＤ）、前記
第３のアクセスポイントに関連付けられたセキュリティドメイン、および前記第３のアク
セスポイントに関連付けられた１つ以上のアクセスネットワーククエリプロトコル（ＡＮ
ＱＰ）パラメータのうちの少なくとも１つを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記近隣情報は、低エネルギープロトコルに従って前記第２のアクセスポイントに通信
され、前記低エネルギープロトコルは、ＮＡＮプロトコル、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコ
ル、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギープロトコルを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記近隣情報は、前記第１のアクセスポイントの動作チャネルを示す、請求項１に記載
の方法。
【請求項１６】
　装置であって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサに結合されたメモリと、ここにおいて、前記メモリは、
　　　ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）に参加している第１のアクセスポイント
において近隣情報を生成することと、前記近隣情報は、前記第１のアクセスポイントのネ
ットワークプロパティおよび前記第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少
なくとも１つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つ
を示す、
　　　前記第１のアクセスポイントにおいて、前記ＮＡＮに参加している第２のアクセス
ポイントを検出することと、ここにおいて、ＮＡＮデータパスチャネルは、前記第２のア
クセスポイントを前記第１のアクセスポイントに通信可能に結合する、
　　を備える動作を実行するために前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶する、
　　前記第１のアクセスポイントの前記ネットワークプロパティおよび前記第１のアクセ
スポイントの前記ブロードキャスト範囲内の前記少なくとも１つの他のアクセスポイント
の前記ネットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関連するデータを前記第２のア
クセスポイントに提供するために、前記第１のアクセスポイントから前記第２のアクセス
ポイントに前記近隣情報を通信するための送信機と
　を備える、装置。
【請求項１７】
　前記近隣情報は、ＮＡＮ動作専用チャネルを介して前記第２のアクセスポイントに通信
される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＮＡＮ動作専用チャネルは、前記ＮＡＮに参加している複数のアクセスポイントに
よって共有され、前記ＮＡＮ動作専用チャネルは、前記ＮＡＮデータパスチャネルとは異
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なり、前記複数のアクセスポイントは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のア
クセスポイントを含む、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記近隣情報は、１つ以上のチャネルにわたって前記複数のアクセスポイントの動作を
調整するための時間同期機能（ＴＳＦ）情報を含む、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２のアクセスポイントは、前記第２のアクセスポイントの１ホップ範囲内にある
第３のアクセスポイントに前記近隣情報を通信する、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記動作は、
　前記第２のアクセスポイントに前記近隣情報を前記通信することの前に、１つ以上のア
クセスポイントから他の可能な近隣情報を検出するために、特定の時間期間中に前記ＮＡ
Ｎ動作専用チャネルをスキャンすることをさらに備え、
　前記第１のアクセスポイントは、前記検出された他の可能な近隣情報の対応する信号強
度に基づいて前記第２のアクセスポイントへの前記近隣情報の通信を抑制するかどうかを
決定する、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記近隣情報は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉ規格に従った、また
はＩＥＥＥ８０２．１１ｖ規格に従った近隣レポートを含む、請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　前記近隣情報は、前記ＮＡＮに参加している第３のアクセスポイントに関する情報を含
む、請求項１６に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第３のアクセスポイントに関する前記情報は、前記第３のアクセスポイントの動作
クラス、前記第３のアクセスポイントの一次動作チャネル、前記第３のアクセスポイント
のターゲットビーコン送信時間、前記第３のアクセスポイントの基本サービスセット識別
（ＢＳＳＩＤ）、前記第３のアクセスポイントのサービスセット識別（ＳＳＩＤ）、前記
第３のアクセスポイントに関連付けられたセキュリティドメイン、および前記第３のアク
セスポイントに関連付けられた１つ以上のアクセスネットワーククエリプロトコル（ＡＮ
ＱＰ）パラメータのうちの少なくとも１つを含む、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記近隣情報は、低エネルギープロトコルに従って前記第２のアクセスポイントに通信
される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２６】
　ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）プロパティの効率的な更新を可能にするため
にＮＡＮ中のアクセスポイント間で近隣情報を通信するための命令を備える非一時的なコ
ンピュータ可読媒体であって、前記命令は、プロセッサによって実行されたとき、前記プ
ロセッサに、
　前記ＮＡＮに参加している第１のアクセスポイントにおいて前記近隣情報を生成するこ
とと、前記近隣情報は、前記第１のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび前
記第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポ
イントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つを示す、
　前記第１のアクセスポイントにおいて、前記ＮＡＮに参加している第２のアクセスポイ
ントを検出することと、ここにおいて、ＮＡＮデータパスチャネルは、前記第２のアクセ
スポイントを前記第１のアクセスポイントに通信可能に結合する、
　前記第１のアクセスポイントの前記ネットワークプロパティおよび前記第１のアクセス
ポイントの前記ブロードキャスト範囲内の前記少なくとも１つの他のアクセスポイントの
前記ネットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関連するデータを前記第２のアク
セスポイントに提供するために、前記第１のアクセスポイントから前記第２のアクセスポ
イントへの前記近隣情報の通信を開始することと
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　を備える動作を実行させる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記近隣情報は、ＮＡＮ動作専用チャネルを介して前記第２のアクセスポイントに通信
される、請求項２６に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記ＮＡＮ動作専用チャネルは、前記ＮＡＮに参加している複数のアクセスポイントに
よって共有され、前記ＮＡＮ動作専用チャネルは、前記ＮＡＮデータパスチャネルとは異
なり、前記複数のアクセスポイントは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のア
クセスポイントを含む、請求項２７に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　装置であって、
　ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）に参加している第１のアクセスポイントにお
いて近隣情報を生成するための手段と、前記近隣情報は、前記第１のアクセスポイントの
ネットワークプロパティおよび前記第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の
少なくとも１つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１
つを示す、
　前記ＮＡＮに参加している第２のアクセスポイントを検出するための手段と、ここにお
いて、ＮＡＮデータパスチャネルは、前記第２のアクセスポイントを前記第１のアクセス
ポイントに通信可能に結合する、
　前記第１のアクセスポイントの前記ネットワークプロパティおよび前記第１のアクセス
ポイントの前記ブロードキャスト範囲内の前記少なくとも１つの他のアクセスポイントの
前記ネットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関連するデータを前記第２のアク
セスポイントに提供するために、前記第１のアクセスポイントから前記第２のアクセスポ
イントに前記近隣情報を通信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項３０】
　前記近隣情報は、ＮＡＮ動作専用チャネルを介して前記第２のアクセスポイントに通信
される、請求項２９に記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本出願は、所有者共通の２０１４年１１月１１日に出願された、「NEIGHBORHOOD
 LEARNING USING NEIGHBOR AWARENESS NETWORKING」と題する米国仮特許出願第６２／０
７８，３０７号、および２０１５年１１月１０日に出願された米国非仮特許出願第１４／
９３７，０２０号からの優先権を主張し、その内容はその全文における参照によりここに
明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は一般に、ネイバーアウェアネットワーク（a Neighbor Aware Network）
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]技術の進歩は、より小型でパワフルなコンピューティングデバイスをもたらして
いる。例えば、小型、軽量、かつユーザによって容易に持ち運ばれるページングデバイス
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ポータブルワイヤレス電話のようなワイヤレスコンピューテ
ィングデバイスを含む、多様なポータブルパーソナルコンピューティングデバイスが現在
において存在する。より具体的には、セルラ電話およびインターネットプロトコル（ＩＰ
）電話のようなポータブルワイヤレス電話は、ワイヤレスネットワークにわたって（over
）音声およびデータパケットを通信することができる。さらに、多くのそのようなワイヤ
レス電話は、その中に組み込まれる他のタイプのデバイスを含む。例えば、ワイヤレス電
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話はまた、デジタルスチルカメラ、デジタルビデオカメラ、デジタルレコーダ、およびオ
ーディオファイルプレーヤを含むことができる。また、そのようなワイヤレス電話は、ウ
ェブブラウザアプリケーションのようなソフトウェアアプリケーションを含む、実行可能
命令を処理することができ、それは、インターネットにアクセスするために使用されるこ
とができる。そのように、これらのワイヤレス電話は、重要なコンピューティング機能（
capabilities）を含むことができる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスデバイス（例えば、局）は、周囲の近隣（a surrounding neighborho
od）についての情報を検索するためにプローブ要求をアクセスポイントに通信し得る。例
えば、アクセスポイントは、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉ規格に従っ
た短近隣レポート（ＳＮＲ：short neighbor report）、ＩＥＥＥ８０２．１１ｖ規格に
従った近隣レポート、または近隣アクセスポイント（neighboring access points）の接
続情報を含む他の情報をワイヤレスデバイスに提供し得る。ワイヤレスデバイスは、１つ
以上の近隣アクセスポイントに接続するために情報を使用し得る。例えば、情報は、近隣
アクセスポイントの動作チャネル、近隣アクセスポイントのメディアアクセス制御（ＭＡ
Ｃ）アドレス、近隣アクセスポイントのターゲットビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）等を識
別し得る。
【０００５】
　[0005]しかしながら、アクセスポイントに記憶された情報は、オペレータのネットワー
クに関連付けられた情報に制限される場合があり、および／または現在（例えば、最新）
ではない場合がある。例えば、アクセスポイントは、リアルタイムで更新された情報を受
信しない場合がある。例示するために、アクセスポイントは、日に一度、週に一度等、近
隣情報（Neighbor Information）を受信し得る。さらに、近隣情報を取得するための現在
の技法は、ワイヤレスデバイスのレイテンシを増加させ得る。例えば、アクセスポイント
は、ワイヤレスデバイスが近隣アクセスポイントからネットワーク情報を取得し、かつア
クセスポイントに“折り返し報告する（report back）”ことを要求し得る。従って、ワ
イヤレスデバイスは、近隣アクセスポイントを見つけるためにチャネル全体をスキャンし
（scan through channels）なければいけない場合があり（例えば、ワイヤレスデバイス
は、一次動作チャネル（a primary operating channel）以外の他のチャネルを調整する
（tunes））、それは、ワイヤレスデバイスで実行される（performed）動作のためのレイ
テンシを増加させ得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示は、ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）内のアクセスポイントが近
隣情報を通信することを可能にするシステムおよび方法に向けられる。例えば、ＮＡＮ中
のアクセスポイント（例えば、公示アクセスポイント（an advertising access point）
）は、ＮＡＮ中でＮＡＮ動作専用チャネルを使用してＮＡＮ中の近隣アクセスポイント（
例えば、受信アクセスポイント）にその近隣情報（例えば、短近隣レポート（ＳＮＲ）、
近隣レポート等）を公示し（advertise）得る。受信アクセスポイントは、ＮＡＮ中のト
ラフィックを減らすために公示アクセスポイントから１ホップまたは２ホップ（one-hop 
or two-hops）であり得る。公示された近隣情報を受信すると、受信アクセスポイントに
加入された局が公示アクセスポイントに関連付けられた接続データにアクセスできるよう
に、受信アクセスポイントはその近隣情報を公示された近隣情報で更新し得る。従って、
アクセスポイントは、ＮＡＮ動作専用チャネルを介してリアルタイムで他のアクセスポイ
ントから近隣情報を取得し得る。さらに、アクセスポイントは、ワイヤレスデバイスに近
隣情報を得るように要求することを断念し（forego）、それは、ワイヤレスデバイスにお
いて実行される動作のためのレイテンシを減少させ得る。
【０００７】
　[0007]本開示の１つの態様によれば、ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）プロパ
ティの効率的な更新を可能にするためにＮＡＮ中のアクセスポイント間で近隣情報を通信
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するための方法は、ＮＡＮに参加している第１のアクセスポイントにおいて近隣情報を生
成することを含む。近隣情報は、第１のアクセスポイントのネットワークプロパティおよ
び前記第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの他のアクセ
スポイントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つを示す。方法はまた、第１
のアクセスポイントにおいて、ＮＡＮに参加している第２のアクセスポイントを検出する
ことを含む。ＮＡＮデータパスチャネルは、第２のアクセスポイントを第１のアクセスポ
イントに通信可能に結合する。方法は、第１のアクセスポイントから第２のアクセスポイ
ントに近隣情報を通信することをさらに含む。近隣情報を受信すると、第２のアクセスポ
イントには、第１のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび第１のアクセスポ
イントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポイントのネットワー
クプロパティのうちの少なくとも１つに関連するデータが提供される。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様によれば、装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメ
モリとを含む。メモリは、ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）に参加している第１
のアクセスポイントにおいて近隣情報を生成することを含む動作を実行するプロセッサに
よって実行可能な命令を記憶する。近隣情報は、第１のアクセスポイントのネットワーク
プロパティおよび第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの
他のアクセスポイントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つを示す。動作は
また、第１のアクセスポイントにおいて、ＮＡＮに参加している第２のアクセスポイント
を検出することを含む。ＮＡＮデータパスチャネルは、第２のアクセスポイントを第１の
アクセスポイントに通信可能に結合する。装置はまた、第１のアクセスポイントから第２
のアクセスポイントに近隣情報を通信するための送信機を含む。近隣情報を受信すると、
第２アクセスポイントには、第１のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび第
１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポイン
トのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関連するデータが提供される。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様によれば、非一時的なコンピュータ可読媒体は、ネイバーアウ
ェアネットワーク（ＮＡＮ）プロパティの効率的な更新を可能にするためにＮＡＮ中のア
クセスポイント間で近隣情報を通信するための命令を含む。命令は、プロセッサによって
実行された（executed）とき、プロセッサに、ＮＡＮに参加している第１のアクセスポイ
ントにおいて近隣情報を生成することを含む動作を実行させる。近隣情報は、第１のアク
セスポイントのネットワークプロパティおよび第１のアクセスポイントのブロードキャス
ト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティのうちの少
なくとも１つを示す。動作はまた、第１のアクセスポイントにおいて、ＮＡＮに参加して
いる第２のアクセスポイントを検出することを含む。ＮＡＮデータパスチャネルは、第２
のアクセスポイントを第１のアクセスポイントに通信可能に結合する。動作は、第１のア
クセスポイントから第２のアクセスポイントへの近隣情報の通信を開始することをさらに
含む。近隣情報を受信すると、第２アクセスポイントには、第１のアクセスポイントのネ
ットワークプロパティおよび第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なく
とも１つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関
連するデータが提供される。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様によれば、装置は、ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）
に参加している第１のアクセスポイントにおいて近隣情報を生成するための手段を含む。
近隣情報は、第１のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび第１のアクセスポ
イントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポイントのネットワー
クプロパティのうちの少なくとも１つを示す。装置はまた、ＮＡＮに参加している第２の
アクセスポイントを検出するための手段を含む。ＮＡＮデータパスチャネルは、第２のア
クセスポイントを第１のアクセスポイントに通信可能に結合する。装置は、第１のアクセ
スポイントから第２のアクセスポイントに近隣情報を通信するための手段をさらに含む。
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近隣情報を受信すると、第２アクセスポイントには、第１のアクセスポイントのネットワ
ークプロパティおよび第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１
つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関連する
データが提供される。
【００１１】
　[0011]本開示の別の態様によれば、方法は、第１のアクセスポイントにおいて、ネイバ
ーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して第２のアクセス
ポイントから近隣情報を受信することを含む。方法はまた、ＮＡＮ動作専用チャネルを介
してＮＡＮ中の第３のアクセスポイントに近隣情報を中継することを含む。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様によれば、装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメ
モリとを含む。メモリは、動作を実行するプロセッサによって実行可能な命令を記憶する
。動作は、第１のアクセスポイントにおいて、ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）
中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して第２のアクセスポイントから近隣情報を受信するこ
とを含む。動作は、ＮＡＮ動作専用チャネルを介してＮＡＮ中の第３のアクセスポイント
に近隣情報を中継することをさらに含む。
【００１３】
　[0013]本開示の別の態様によれば、非一時的なコンピュータ可読媒体は、プロセッサに
よって実行されたとき、プロセッサに、第１のアクセスポイントにおいて、ネイバーアウ
ェアネットワーク（ＮＡＮ）中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して第２のアクセスポイン
トから近隣情報を受信させる命令を含む。命令はまた、プロセッサに、ＮＡＮ動作専用チ
ャネルを介してＮＡＮ中の第３のアクセスポイントに近隣情報を中継させるために実行可
能である。
【００１４】
　[0014]本開示の別の態様によれば、装置は、ネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）
中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して第２のアクセスポイントから近隣情報を受信するた
めの手段を含む。装置はまた、ＮＡＮ動作専用チャネルを介してＮＡＮ中の第３のアクセ
スポイントに近隣情報を中継するための手段を含む。
【００１５】
　[0015]開示された例の少なくとも１つによって提供される１つの利点は、ＮＡＮのＮＡ
Ｎ動作専用チャネル上で近隣アクセスポイントに近隣情報を公示すること（および近隣ア
クセスポイントから近隣情報の公示（advertisements）を受信すること）によって、ネイ
バーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）中のアクセスポイントにおいて近隣情報を築くこと
ができることである。ＮＡＮ動作専用チャネルを介してアクセスポイント間で近隣情報を
通信することは、アクセスポイントがワイヤレスデバイスから取得サービスを要求するこ
となくリアルタイムで（またはリアルタイムに近く）近隣情報を取得することを可能にし
得る。本開示の他の態様、利点、および特徴は、以下のセクション：図面の簡単な説明、
詳細な説明、および特許請求の範囲、を含む本出願全体を検討した後に明らかとなるだろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】[0016]図１は、アクセスポイントがＮＡＮ中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して
近隣情報を通信することを可能にするために動作可能なシステムの特定の実例となるイン
プリメンテーション（implementation）を例示する図である。
【図２】[0017]図２は、アクセスポイントがＮＡＮ中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して
近隣情報を通信することを可能にするために動作可能なシステムの別の特定の実例となる
インプリメンテーションを例示する図である。
【図３】[0018]図３は、アクセスポイントがＮＡＮ中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して
近隣情報を通信することを可能にする実例となる方法を例示する流れ図である。
【図４】[0019]図４は、アクセスポイントがＮＡＮ中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して
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近隣情報を通信することを可能にする別の実例となる方法の流れ図である。
【図５】[0020]図５は、ここに開示される１つ以上の方法、システム、装置、および/ま
たはコンピュータ可読媒体の様々なインプリメンテーションをサポートするために動作可
能なワイヤレスデバイスの図である。
【詳細な説明】
【００１７】
　[0021]開示されたシステム、デバイス、および方法は、スキャン時間を減少させるため
に、および／またはプロービングオーバーヘッド（probing overhead）を減少させるため
に、アクセスポイントがネイバーアウェアネットワーク（ＮＡＮ）中でＮＡＮ動作専用チ
ャネルを介した近隣情報を通信することを可能にし得る。例えば、ＮＡＮ中の各アクセス
ポイントは、ＮＡＮ動作専用チャネル上で近隣情報（例えば、短近隣レポート（ＳＮＲ）
、近隣レポート等）に通信し（例えば、ブロードキャストし）得る。さらに、各アクセス
ポイントは、近隣情報を築くために、他のアクセスポイントからブロードキャストされた
近隣情報を受信し得る。
【００１８】
　[0022]図１を参照すると、アクセスポイントがＮＡＮ１０８中でＮＡＮ動作専用チャネ
ルを介して近隣情報を通信することを可能にするために動作可能なシステム１００の第１
のインプリメンテーションが示されている。第１のアクセスポイント１１０、第２のアク
セスポイント１２０、および第３のアクセスポイント１３０は、ＮＡＮ１０８に含まれて
いる。図１は３つのアクセスポイント１１０，１２０，１３０を描写しているが、システ
ム１００にいくらでもアクセスポイントが存在し得ることに留意されたい。さらに、他の
インプリメンテーションにおいて、１つ以上の局（例えば、モバイルデバイス）はまた、
システム１００に存在し得ることに留意されたい。アクセスポイント１１０，１２０，１
３０の１つ以上は、１つ以上の米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１規格に応じて
動作し得る。非限定的な例として、アクセスポイント１１０，１２０，１３０は、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａｉ規格、ＩＥＥＥ８０２．１１ｖ規格、およびＩＥＥＥ８０２．１１ｂ
規格等に応じて動作し得る。
【００１９】
　[0023]アクセスポイント１１０，１２０，１３０の各々は、ワイヤレスネットワークの
ノードであり得る。例えば、アクセスポイント１１０，１２０，１３０の各々は、対応す
るワイヤレスデータネットワークをサポートする（例えば、管理する）ＩＥＥＥ８０２．
１１アクセスポイントであり得る。例えば、第１のアクセスポイント１１０は第１のネッ
トワークをサポートし得、第２のアクセスポイント１２０は第２のネットワークをサポー
トし得、第３のアクセスポイント１３０は第３のネットワークをサポートし得る。ショッ
ピングモールのシナリオでは、第１のネットワークはコーヒーショップのワイヤレスネッ
トワークに対応し得、第２のネットワークは衣料品店のワイヤレスネットワークに対応し
得、第３のネットワークは百貨店のワイヤレスネットワークに対応し得る。
【００２０】
　[0024]各アクセスポイント１１０，１２０，１３０は、近隣情報を生成するように構成
され得る。例えば、第１のアクセスポイント１１０は第１のアクセスポイント近隣情報（
ＡＰ近隣情報）１１４を生成するように構成され得、第２のアクセスポイント１２０は第
２の近隣情報１２４を生成するように構成され得、第３のアクセスポイント１３０は第３
の近隣情報１３４を生成するように構成され得る。
【００２１】
　[0025]アクセスポイント１１０，１２０，１３０がＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ規格に応
じて動作している場合、近隣情報１１４，１２４，１３４はＳＮＲを含み得る。アクセス
ポイント１１０，１２０，１３０がＩＥＥＥ８０２．１１ｖ規格に応じて動作している場
合、近隣情報１１４，１２４，１３４は近隣レポートを含み得る。近隣情報１１４，１２
４，１３４は、ＮＡＮ１０８中の近くのアクセスポイントのリストを含み得る。例示する
ために、第１の近隣情報１１４は第１のアクセスポイント１１０の近くのアクセスポイン
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トのリストを含み得、第２の近隣情報１２４は第２のアクセスポイント１２０の近くのア
クセスポイントのリストを含み得、第３の近隣情報１３４は第３のアクセスポイント１３
０の近くのアクセスポイントのリストを含み得る。
【００２２】
　[0026]例示的な非限定的な例として、第１の近隣情報１１４、第２の近隣情報１２４、
または第３の近隣情報１３４のような近隣情報によって参照されたまたは識別された各近
隣アクセスポイントのために、近隣情報はまた、近隣アクセスポイントの動作チャネル、
近隣アクセスポイントのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）アドレス、近隣アクセスポイン
トの信号強度（例えば、受信信号強度表示（ＲＳＳＩ：received signal strength indic
ation））、近隣アクセスポイントに関連する１つ以上の他のパラメータ、またはそれら
の組み合わせを識別し得る。例えば、第１の近隣情報１１４、第２の近隣情報１２４、お
よび／または第３の近隣情報１３４は、例えばＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ基準によって定
義された１つ以上の情報要素（ＩＥ）を識別する短近隣レポート（ＳＮＲ）のような、８
０２．１１ａｉに従ったＳＮＲを含み得る、またはＳＮＲに対応し得る。
【００２３】
　[0027]さらに、または代替において、近隣情報１１４，１２４，１３４は、それぞれの
アクセスポイント１１０，１２０，１３０に関連付けられた接続情報を含み得る。例えば
、第１の近隣情報１１４、第２の近隣情報１２４、および第３の近隣情報１３４はそれぞ
れ、第１のアクセスポイント１１０、第２のアクセスポイント１２０、および第３のアク
セスポイント１３０に関する情報を含み得る。例えば、近隣情報１１４，１２４，１３４
はそれぞれ、アクセスポイント１１０，１２０，１３０の動作クラス、アクセスポイント
１１０，１２０，１３０の一次動作チャネル、アクセスポイント１１０，１２０，１３０
のターゲットビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）、およびアクセスポイント１１０，１２０，
１３０の基本サービスセット識別（identifications）（ＢＳＳＩＤ）に関する情報を含
み得る。
【００２４】
　[0028]特定のインプリメンテーションにおいて、近隣情報１１４，１２４，１３４は、
それぞれのネットワークの詳細を提供する（例えば、アクセスポイントのネットワークを
公示する）それぞれのアクセスポイント１１０，１２０，１３０のＮＡＮワイヤレスエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）接続の属性を含み得る。例えば、第１のアクセスポイント１
１０は第１のネットワークについての詳細な情報を近隣アクセスポイント１２０，１３０
に提供するためにＮＡＮ ＷＬＡＮ接続の属性を使用し得、第２のアクセスポイント１２
０は第２のネットワークについての詳細な情報を近隣アクセスポイント１１０，１３０に
提供するためにＮＡＮ ＷＬＡＮ接続の属性を使用し得、第３のアクセスポイント１３０
は第３のネットワークについての詳細な情報を近隣アクセスポイント１１０，１２０に提
供するためにＮＡＮ ＷＬＡＮ接続の属性を使用し得る。例えば、ＮＡＮ ＷＬＡＮ接続の
属性は、アクセスポイントのＳＳＩＤおよび動作チャネルについての情報を含み得る。
【００２５】
　[0029]別の特定のインプリメンテーションにおいて、図２に関して説明されるように、
近隣情報１１４，１２４，１３４は、“近隣サービス（neighborhood service）”の公示
に含まれ得る。例えば、近隣サービスの公示は、公示アクセスポイントのＳＳＩＤ、公示
アクセスポイントＴＢＴＴ、またはサービスディスカバリメッセージのいくつかの他の情
報を含み得る。
【００２６】
　[0030]第１のアクセスポイント１１０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介して第１
のアクセスポイント１１０の送信範囲内の他のアクセスポイント１２０，１３０に第１の
近隣情報１１４を提供する（例えば、通信するまたはブロードキャストする）ように構成
され得る。ＮＡＮ動作専用チャネル１５０は、近隣情報をブロードキャストするためにＮ
ＡＮ１０８中の複数のアクセスポイント１１０，１２０，１３０によって共有される共通
のチャネルである。アクセスポイント１１０，１２０，１３０が２．４ギガヘルツ（ＧＨ
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ｚ）周波数帯域にわたって通信している（例えば、ブロードキャストしている）場合、Ｎ
ＡＮ動作専用チャネル１５０はチャネル６（例えば、２４３７メガヘルツ（ＭＨｚ）周波
数チャネル）に対応し得る。日本およびフランスにおいて、アクセスポイント１１０，１
２０，１３０が５ＧＨｚ周波数帯域にわたって通信している場合、ＮＡＮ動作専用チャネ
ル１５０はチャネル４４（例えば、５２００ＭＨｚ周波数チャネル）に対応し得る。他の
領域において、アクセスポイント１１０，１２０，１３０が５ＧＨｚ周波数帯域にわたっ
て通信している場合、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０はチャネル１４９（例えば、５７４
５ＭＨｚ周波数チャネル）に対応し得る。特定のインプリメンテーションにおいて、第１
の近隣情報１１４（および／または他の近隣情報１２４，１３４）はまた、タイミング情
報（例えば、時間同期機能（ＴＳＦ）情報）を含み得る。タイミング情報は、アクセスポ
イント１１０，１２０，１３０間のチャネル使用を調整する（coordinate）ために、使用
され得る。例えば、タイミング情報は、コンテンション（contention）／干渉を減少させ
、媒体（例えば、ＮＡＮ動作専用チャネル）のより良い利用に導くために、使用され得る
。
【００２７】
　[0031]同様に、第２のアクセスポイント１２０はＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介し
て第１のアクセスポイント１１０に第２の近隣情報１２４を通信するように構成され得、
第３のアクセスポイント１３０はＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介して第１のアクセス
ポイント１１０に第３の近隣情報１３４を通信するように構成され得る。特定のインプリ
メンテーションにおいて、各アクセスポイント１１０，１２０，１３０は、短い範囲（例
えば、１ホップ範囲または２ホップ範囲）内のアクセスポイントに対応する近隣情報１１
４，１２４，１３４を公示し（例えば、通信しまたはブロードキャストし）得る。
【００２８】
　[0032]例示するために、第２のアクセスポイント１２０は、第１のアクセスポイント１
１０（例えば、第２のアクセスポイント１２０の１ホップ範囲内のアクセスポイント）お
よび第３のアクセスポイント１３０（例えば、第２のアクセスポイント１２０の２ホップ
範囲内のアクセスポイント）に第２の近隣情報１２４を公示し得る。第３のアクセスポイ
ント１３０に第２の近隣情報１２４を公示するために、第２のアクセスポイント１２０は
第１のアクセスポイント１１０に第２の近隣情報１２４を通信し（例えば、ブロードキャ
ストし）得、第１のアクセスポイント１１０は第３のアクセスポイント１３０に第２の近
隣情報１２４を再送信し（例えば、プロキシし（proxy）または再ブロードキャストし）
得る。ホップカウントおよびプロバイダＭＡＣアドレスは、再ブロードキャストの数を制
御する（例えば、２以下にホップカウントを制御する）ために、第２の近隣情報１２４の
再ブロードキャストにおいて提供され得る。第２の近隣情報１２４の再ブロードキャスト
のときに第１のアクセスポイント１１０が描写されているが、他のインプリメンテーショ
ンにおいて、第２のアクセスポイント１２０に加入された局（例えば、モバイル電話）は
、第２の近隣情報１２４を受信し得、第３のアクセスポイント１３０に第２の近隣情報１
２４を再ブロードキャストし得る。
【００２９】
　[0033]別の非限定的な例として、第３のアクセスポイント１３０は、第１のアクセスポ
イント１１０（例えば、第３のアクセスポイントの１ホップ範囲内のアクセスポイント）
および第２のアクセスポイント１２０（例えば、第３のアクセスポイントの２ホップ範囲
内のアクセスポイント）に第３の近隣情報１３４を公示し得る。第２のアクセスポイント
１２０に第３の近隣情報１３４を公示するために、第３のアクセスポイント１３０は第１
のアクセスポイント１１０に第３の近隣情報１３４を通信し（例えば、ブロードキャスト
し）得、第１のアクセスポイント１１０は第２のアクセスポイント１２０に第３の近隣情
報１３４を再送信し（例えば、プロキシしまたは再ブロードキャストし）得る。ホップカ
ウントおよびプロバイダＭＡＣアドレスは、再ブロードキャストの数を制御する（例えば
、２以下にホップカウントを制御する）ために、第３の近隣情報１３４の再ブロードキャ
ストにおいて提供され得る。第３の近隣情報１３４を再ブロードキャストするときに第１
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のアクセスポイント１１０が描写されているが、他のインプリメンテーションにおいて、
第３のアクセスポイント１３０に加入された局は、第３の近隣情報１３４を受信し得、第
２のアクセスポイント１２０に第３の近隣情報１３４を再ブロードキャストし得る。
【００３０】
　[0034]別のアクセスポイントから近隣情報を受信すると、受信アクセスポイントは、そ
の近隣情報を追加し（populate）（例えば、更新し）得る。例えば、第１のアクセスポイ
ント１１０から第１の近隣情報１１４を受信すると、第２のアクセスポイント１２０は、
第１の近隣情報１１４からのデータで第２の近隣情報１２４を更新し得る（例えば、第２
のアクセスポイント１２０は、第１のアクセスポイント１１０についての情報を集め得る
）。例えば、第２のアクセスポイント１２０は、第１の近隣情報１１４において識別され
たアクセスポイント（第１のアクセスポイント１１０を含む）のための動作クラス、第１
の近隣情報１１４において識別されたアクセスポイントの一次動作チャネル、第１の近隣
情報１１４において識別されたアクセスポイントのＴＢＴＴ、および第１の近隣情報１１
４において識別されたアクセスポイントのＳＳＩＤで第２の近隣情報１２４を更新し得る
。
【００３１】
　[0035]図１のシステム１００は、近隣情報（例えば、近隣情報１１４，１２４，１３４
）がＮＡＮ１０８中でＮＡＮ動作専用チャネル１５０を使用してアクセスポイント１１０
，１２０，１３０間で通信されることを可能にし得る。従って、第１のアクセスポイント
１１０が第１の近隣情報１１４をブロードキャストする場合、周囲のアクセスポイント（
例えば、第２および第３のアクセスポイント１２０，１３０）は、ディスカバリウィンド
ウ（例えば、５１２ｍｓ毎におよそ一度生じる１６ｍｓのウィンドウ）中にＮＡＮ動作専
用チャネル１５０上でブロードキャストを受信し得、ブロードキャストに基づいてネット
ワークプロパティを更新し得る。
【００３２】
　[0036]さらに、システム１００は、ＮＡＮ動作専用チャネル上でのトラフィックの量（
例えば、近隣情報）を減らすために、セーフガード（safeguards）を含み得る。例えば、
動作中に、各アクセスポイント１１０，１２０，１３０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５
０上での少なくとも１つの近隣アクセスポイントの高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬ
Ｓ）フレームの受信信号強度に基づいて、近隣情報１１４，１２４，１３４のブロードキ
ャストを抑制するかどうかを決定し得る。ここで使用されるように、ＦＩＬＳフレームは
、モバイル局およびアクセスポイント間で初期リンクセットアップを容易にするために使
用されるいくつかの他の情報または近隣情報を含むアクセスポイントからのいくつかのブ
ロードキャストに対応し得る。例えば、ＦＩＬＳフレームは、ビーコンフレーム、ＦＩＬ
Ｓディスカバリフレーム、プローブフレーム等を含み得る。各アクセスポイント１１０，
１２０，１３０は、近隣アクセスポイントからのＦＩＬＳフレームを検出し、検出された
ＦＩＬＳフレームの受信信号強度を測定するために、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０をス
キャンし得る。ＮＡＮ動作専用チャネル１５０上での少なくとも１つの近隣ポイントのＦ
ＩＬＳフレームの受信信号強度が閾値を満たす場合、アクセスポイントは、ＮＡＮ動作専
用チャネル１５０のトラフィックを減少させるためにＦＩＬＳブロードキャストの送信を
抑制し得る。
【００３３】
　[0037]例示的な例として、ＦＩＬＳフレームをブロードキャストする前に、第１のアク
セスポイント１１０は、１つ以上のアクセスポイントからの１つ以上のブロードキャスト
されたＦＩＬＳフレームを検出するために、特定の時間期間の間、ＮＡＮ動作専用チャネ
ル１５０をスキャンし（例えば、「傍受し（listen in on）」）得る。特定のインプリメ
ンテーションにおいて、第１のアクセスポイント１１０は、１つ以上のアクセスポイント
から近隣情報を検出するために、およそ５ｍｓの間、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０をス
キャンし得る。スキャンに基づいて、第１のアクセスポイント１１０は、ごく近傍（a cl
ose proximity）内のアクセスポイントがＮＡＮ動作専用チャネル１５０上でＦＩＬＳフ
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レームをブロードキャストしたかどうかを決定し得る。比較的ごく近傍内のアクセスポイ
ントがＮＡＮ動作専用チャネル１５０上でＦＩＬＳフレームをブロードキャストしたこと
の決定に応答して、第１のアクセスポイント１１０はＦＩＬＳフレームのブロードキャス
ト送信を抑制し得る。例えば、第３のアクセスポイント１３０はＮＡＮ動作専用チャネル
１５０を介して第１のＦＩＬＳフレーム（第１のアクセスポイント１１０によってブロー
ドキャストされるべき第１の近隣情報１１４を含む）をブロードキャストし得、第１のア
クセスポイント１１０はスキャン動作中に第１のＦＩＬＳフレームを検出し得る。第１の
アクセスポイント１１０は、第１のＦＩＬＳフレームの第１の受信信号強度を測定し得る
。例えば、第１のアクセスポイント１１０は、第１のＦＩＬＳフレームに関連付けられた
受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）に基づいて第３のアクセスポイント１３０の近傍
を決定し得る。比較的高いＲＳＳＩは第３のアクセスポイント１３０が第１のアクセスポ
イント１１０のごく近傍にあることを示し得、比較的低いＲＳＳＩは第３のアクセスポイ
ント１３０が第１のアクセスポイント１１０のごく近傍にないことを示し得る。
【００３４】
　[0038]第１のＦＩＬＳフレームの第１の受信信号強度が第１の閾値を満たす（例えば、
第１の閾値信号強度以上である、または比較的高いＲＳＳＩを有する）ことの決定に応答
して、第１のアクセスポイント１１０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介した第１の
近隣情報のブロードキャストを抑制し得る。例えば、第１のアクセスポイント１１０は、
第１の受信信号強度が第１の閾値を満たすときに、第３のアクセスポイント１３０のカバ
レッジエリアが第１のアクセスポイント１１０のカバレッジエリアと実質的に同様である
ことを決定し得る。しかしながら、第１のアクセスポイント１１０が、第１のＦＩＬＳフ
レームが第１の近隣情報１１４において近隣アクセスポイントの各々を参照しないことを
決定する場合、第１のアクセスポイント１１０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介し
て第１の近隣情報１１４をブロードキャストし得る。
【００３５】
　[0039]第１の閾値は、抑制範囲（例えば、第１のアクセスポイント１１０が第１の近隣
情報１１４のブロードキャストを抑制することをもたらす第３のアクセスポイント１３０
と第１のアクセスポイント１１０間の最大範囲）に対応し得る。例えば、第１の閾値が減
少すると、抑制範囲は増加する。特定のインプリメンテーションにおいて、抑制範囲は、
ＩＥＥＥ８０２．１１基準のような、工業基準に従った各アクセスポイント１１０，１２
０，１３０に予めプログラムされ得る。短抑制範囲（a short suppression range）は、
ブロードキャスタ（broadcasters）の数を増加させることによって、信頼性を向上させ得
る。しかしながら、短抑制範囲はまた、オーバーヘッドを増加させ（ＮＡＮ動作専用チャ
ネル１５０上で比較的多い冗長なトラフィックの量を生成し）得、ブロードキャストコン
テンションを増加させ得る。
【００３６】
　[0040]さらに、第１のアクセスポイント１１０は、比較的ごく近傍内の３以上のアクセ
スポイントがスキャンニング動作中にＦＩＬＳフレームをブロードキャストしたかどうか
を決定し得る。例えば、第１のアクセスポイント１１０のスキャンニング動作中、第３の
アクセスポイント１３０はＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介して第１のＦＩＬＳフレー
ムをブロードキャストし得、第２のアクセスポイント１２０はＮＡＮ動作専用チャネル１
５０を介して第２のＦＩＬＳフレームをブロードキャストし得、第４のアクセスポイント
（示されない）はＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介して第３のＦＩＬＳフレームをブロ
ードキャストし得る。第１のアクセスポイント１１０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０
上で第１のＦＩＬＳフレーム、第２のＦＩＬＳフレーム、および第３のＦＩＬＳフレーム
を検出し得る。さらに、第１のアクセスポイント１１０は、第１のＦＩＬＳフレームの第
１の受信信号強度、第２のＦＩＬＳフレームの第２の受信信号強度、および第３のＦＩＬ
Ｓフレームの第３の受信信号強度を測定し得る。第１のアクセスポイント１１０は、受信
ＦＩＬＳフレームに関連付けられたＲＳＳＩに基づいて各アクセスポイントの近傍を決定
し得る。
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【００３７】
　[0041]各受信信号強度が第２の閾値を満たす（例えば、第２の閾値信号強度以上である
、または中間範囲のＲＳＳＩを有する）ことの決定に応答して、第１のアクセスポイント
１１０は、第１の近隣情報１１４のブロードキャストを抑制し得る。例えば、第１のアク
セスポイント１１０は、各受信信号強度が第２の閾値を満たすときに、他のアクセスポイ
ントのカバレッジエリアが、共同で、第１のアクセスポイント１１０のカバレッジエリア
における局をカバーする比較的高い可能性を有することを決定し得る。例示的なインプリ
メンテーションにおいて、第１のアクセスポイント１１０は、他のアクセスポイント１１
０によって形成された三角形内にあり得る。従って、第１のアクセスポイント１１０のカ
バレッジエリアにおけるいくつかの局は、第１のＦＩＬＳフレーム、第２のＦＩＬＳフレ
ーム、または第３のＦＩＬＳフレームの少なくとも１つを最も受信しそうであろう。
【００３８】
　[0042]第１のアクセスポイント１１０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０上での１つ以
上の近隣アクセスポイントのＦＩＬＳフレームの受信信号強度が閾値を満たすときに、第
１の近隣情報１１４のブロードキャストを抑制することによってＮＡＮ動作専用チャネル
１５０上でのオーバーヘッド（例えば、混雑（congestion））を減少させ得る。上述され
たコーディネーションスキーム（coordination scheme）をインプリメントする（impleme
nt）ことは、ＦＩＬＳフレームが時間およびカバレッジエリアにおいて広げられることを
可能にし得る。アクセスポイントがＦＩＬＳフレームの受信信号強度を決定するためにＮ
ＡＮ動作専用チャネル１５０（例えば、各アクセスポイントによって共有される共通のチ
ャネル）をスキャンし得るので、コーディネーションスキームはアクセスポイント間のい
くつかのメッセージングを要求しないことが認識されるだろう。
【００３９】
　[0043]システム１００はＮＡＮデバイス（例えば、アクセスポイント１１０，１２０，
１３０）に関して開示されたが、他のインプリメンテーションにおいて、同様の技法は、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を使用可能なデバイスおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ低エネルギーを使用可能なデバイスに適用可能であり得る。非限定的な例として、上述
されたＮＡＮスキームと同様のスキームは、ネットワークディスカバリのために、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈを利用し得る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈパケットは、アクセスポイントセレクシ
ョン／ネットワークセレクションのために情報に基づいた決定をするために、補助クライ
アントデバイス（aid client devices）にアクセスポイントおよびネットワークについて
の情報を伝え得る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステムにおいて、アクセスポイントおよびクラ
イアントデバイスは、デバイスでＩＥＥＥ８０２．１１無線と共に存在するＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ無線を有する。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＳＩＧ，　Ｉｎｃの
登録商標である。
【００４０】
　[0044]図２を参照すると、アクセスポイントがＮＡＮ１０８中でＮＡＮ動作専用チャネ
ルを介して近隣情報を通信することを可能にするために動作可能なシステム２００の別の
特定のインプリメンテーションが示されている。システム２００は、ＮＡＮ１０８を介し
てアクセス可能なインフラストラクチャ２０２を含む。ＮＡＮ１０８は、マルチホップ近
隣情報アクセスをサポートする。
【００４１】
　[0045]インフラストラクチャ２０２は、ゲートウェイ２０６に結合されるサービスプロ
バイダ機器を含む。インフラストラクチャ２０２は、外部ネットワークへのアクセスを有
し得るワイヤード（wired）ネットワークである。ワイヤードネットワークは、ルータ、
イーサネット（登録商標）スイッチ、またはサーバの少なくとも１つを含み得る。特定の
インプリメンテーションにおいて、サービスプロバイダ機器２０４は、ゲートウェイ２０
６を介してサービスに加入する加入者ユニットにサービス（例えば、インターネットサー
ビス、アプリケーションサービス、ファイルシェアリングサービス等）を提供し得る。ゲ
ートウェイ２０６は、（例えば、加入活動中）加入者ユニットがゲートウェイ２０６を識
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別することを可能にするためにメディアアクセス制御（ＭＡＣ）アドレスを有し得る。特
定のインプリメンテーションにおいて、ゲートウェイ２０６は、サービスに加入する加入
者ユニットのためにインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを生成するように構成さ
れる動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）サーバを含み得る。
【００４２】
　[0046]ＮＡＮ１０８は、第１のアクセスポイント１１０、第２のアクセスポイント１２
０、第３のアクセスポイント１３０、第４のアクセスポイント２４０、第５のアクセスポ
イント２５０、および第６のアクセスポイント２６０を含み得る。第１のアクセスポイン
ト１１０は、インフラストラクチャ１０２への“直接アクセス”を有し得る。
【００４３】
　[0047]第１のアクセスポイント１１０は、ゲートウェイ２０６を介してインフラストラ
クチャ２０２にアクセスするように構成され得る。インフラストラクチャ２０２へのアク
セスに基づいて、第１のアクセスポイント１１０はまた、ゲートウェイ２０６を介してサ
ービス（例えば、インフラストラクチャサービス）に加入するように構成され得る。サー
ビスに加入すると、アクセスポイント１１０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介して
、第２のアクセスポイント１２０、第３のアクセスポイント１３０、および第４のアクセ
スポイント２４０にサービスアナウンスメントを提供するように構成され得る。サービス
アナウンスメントは、第１のアクセスポイント１１０の第１の近隣情報１１４を含み得る
。例えば、サービスアナウンスメントは、第１のアクセスポイント１１０の一次動作チャ
ネル、第１のアクセスポイント１１０のＳＳＩＤ、第１のアクセスポイント１１０のＴＢ
ＴＴ等を含み得る。
【００４４】
　[0048]サービスアナウンスメントはまた、第１のアクセスポイント１１０によって加入
されたサービス（例えば、インフラストラクチャ２０２に関連付けられたサービス）を公
示し得、インフラストラクチャ２０２に他のアクセスポイント１２０，１３０，２４０，
２５０，２６０を接続するための情報を含み得る。例えば、サービスアナウンスメントは
、ゲートウェイ２０６のＭＡＣアドレスおよび第１のアクセスポイント１１０のＭＡＣア
ドレスを含み得る。
【００４５】
　[0049]第１のアクセスポイント１１０からサービスアナウンスメント（第１の近隣情報
１１４を含む）を受信した各アクセスポイントデバイス１２０，１３０，２４０は、他の
アクセスポイント２４０，２５０，２６０（例えば、第１のアクセスポイント１１０の２
ホップ範囲内のアクセスポイント）にサービスアナウンスメント（および第１の近隣情報
１１４）をプロキシし（例えば、中継し）得る。第１のアクセスポイント１１０から第１
の近隣情報１１４（または別のアクセスポイントから第１の近隣情報１１４の中継バージ
ョン）を受信すると、アクセスポイント１２０，１３０，２４０，２５０，２６０は、そ
れらの近隣情報を近隣情報１１４で更新する。
【００４６】
　[0050]図２のシステム２００は、近隣情報（例えば、第１の近隣情報１１４）がＮＡＮ
１０８中でＮＡＮ動作専用チャネル１５０を使用してアクセスポイント１１０，１２０，
１３０，２４０，２５０，２６０間で通信されることを可能にし得る。従って、第１のア
クセスポイント１１０が第１の近隣情報１１４をブロードキャストする場合、周囲のアク
セスポイント（例えば、第２および第３のアクセスポイント１２０，１３０，２４０，２
５０，２６０）は、ディスカバリウィンドウ（例えば、５１２ｍｓ毎におよそ一度生じる
１６ｍｓのウィンドウ）中にＮＡＮ動作専用チャネル１５０上でブロードキャストを受信
し得、ブロードキャストに基づいてネットワークプロパティを更新し得る。ＮＡＮ動作専
用チャネル１５０を介してアクセスポイント１２０，１３０，２４０，２５０，２６０で
第１の近隣情報１１４を通信することは、アクセスポイント１２０，１３０，２４０，２
５０，２６０がワイヤレスデバイス（例えば、加入局）からの取得サービスを要求するこ
となくリアルタイムで近隣情報を取得することを可能にし得る。
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【００４７】
　[0051]図３を参照すると、アクセスポイントがＮＡＮ中でＮＡＮ動作専用チャネルを介
して近隣情報を通信することを可能にする方法３００の特定のインプリメンテーションが
示されている。方法３００は、図１－２のアクセスポイント１１０，１２０，１３０，２
４０，２５０，２６０のいくつかで実行され得る。
【００４８】
　[0052]方法３００は、３０２で、ＮＡＮに参加している第１のアクセスポイントにおい
て近隣情報を生成することを含む。近隣情報は、第１のアクセスポイントのブロードキャ
スト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび第
１のアクセスポイントのネットワークプロパティのうちの少なくとも１つを示し得る。例
えば、図１を参照すると、第１のアクセスポイント１１０は、第１の近隣情報１１４を生
成し得る。第１の近隣情報１１４は、第１のアクセスポイント１１０の動作クラス、第１
のアクセスポイント１１０の一次動作チャネル、第１のアクセスポイント１１０のＴＢＴ
Ｔ、第１のアクセスポイント１１０のＢＳＳＩＤ等に関する情報を含み得る。特定のイン
プリメンテーションにおいて、第１の近隣情報１１４は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ規格
に従ったＳＮＲを含み得る。別の特定のインプリメンテーションにおいて、第１の近隣情
報１１４は、ＩＥＥＥ８０２．１１ｖ規格に従った近隣レポートを含み得る。
【００４９】
　[0053]３０４で、ＮＡＮに参加している第２のアクセスポイントは、第１のアクセスポ
イントにおいて検出され得る。ＮＡＮデータパスチャネルは、第２のアクセスポイントを
第１のアクセスポイントに通信可能に結合し得る。例えば、図１を参照すると、第１のア
クセスポイント１１０は、ＮＡＮ中の第２のアクセスポイント１２０を検出し得る。
【００５０】
　[0054]３０６で、近隣情報は、第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少
なくとも１つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび第１のアクセスポ
イントのネットワークプロパティの少なくとも１つに関連するデータを第２のアクセスポ
イントに提供するために、第１のアクセスポイントから第２のアクセスポイントに通信さ
れ得る。例えば、図１を参照すると、第１のアクセスポイント１１０は、ＮＡＮ１０８中
の第２のアクセスポイント１２０に第１の近隣情報１１４を提供し得る。特定のインプリ
メンテーションにおいて、図２に関して説明されるように、近隣情報１１４は、サービス
アナウンスメントに含まれ得る。例えば、第１の近隣情報は、近隣サービスの一部として
公示され得る。１つのインプリメンテーションによれば、近隣情報は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈプロトコルまたはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギープロトコルのような、低エネルギー
プロトコルに従って第２のアクセスポイントに通信される。
【００５１】
　[0055]方法３００の１つのインプリメンテーションによれば、近隣情報は、ＮＡＮ動作
専用チャネルを介して第２のアクセスポイントに通信され得る。例えば、ＮＡＮ動作専用
チャネルは、ＮＡＮに参加している複数のアクセスポイントによって共有され得る。複数
のアクセスポイントは、第１のアクセスポイントおよび第２のアクセスポイントを含み得
る。ＮＡＮ動作専用チャネルは、ＮＡＮデータパスチャネルとは異なり得る。方法３００
の１つのインプリメンテーションによれば、近隣情報は、１つ以上のチャネルにわたって
複数のアクセスポイントの動作を調整するための時間同期機能（ＴＳＦ）情報を含む。例
えば、ＴＳＦ情報に基づいて、チャネルの混雑を減少させるために、第２のアクセスポイ
ントは第２の時間においてＮＡＮ動作専用チャネルを使用して第２の近隣情報を通信し得
、アクセスポイントは第１の時間においてＮＡＮ動作専用チャネルを使用して近隣情報を
通信し（例えば、ブロードキャストし、ユニキャストし、またはマルチキャストし）得る
。ＴＳＦ情報は、ＮＡＮビーコン送信動作、ＮＡＮ内のプロキシアナウンスメント、およ
びＮＡＮ内の別の送信の少なくとも１つに基づき得る。１つのインプリメンテーションに
よれば、ＴＳＦ情報は、ＢｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルまたはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネ
ルギープロトコルのような、低エネルギープロトコルに従って通信される。１つのインプ
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リメンテーションによれば、第２のアクセスポイントは、第２のアクセスポイントの１ホ
ップ範囲内の第３のアクセスポイントに近隣情報を通信する。
【００５２】
　[0056]１つのインプリメンテーションによれば、特定のチャネル上で動作する３つより
多いアクセスポイントがある場合、そのとき、アクセスポイントは、ＮＡＮ動作を介して
時間同期され得る。時間同期に基づいて、３つより多いアクセスポイントは、送信間の混
雑を減少させるために、特定のチャネル上での動作を調整し得る。さらに、３つのアクセ
スポイントは、ＮＡＮチャネル（例えば、ＮＡＮ動作専用チャネル）上でのアクション（
例えば、動作）を調整し得る。例えば、３つのアクセスポイントは、ＮＡＮチャネル上で
近隣情報（または提供されたサービスに関連付けられるインフラストラクチャサービス情
報）の公示を交互に行い得る。
【００５３】
　[0057]１つのインプリメンテーションによれば、方法３００は、第２のアクセスポイン
トに近隣情報を通信することの前に、１つ以上のアクセスポイントからブロードキャスト
された他の可能な（possible）近隣情報を検出するために、特定の時間期間中にＮＡＮ動
作専用チャネルをスキャンすることを含み得る。このインプリメンテーションによれば、
第１のアクセスポイントは、検出された他の可能な近隣情報の対応する信号強度に基づい
て第２のアクセスポイントへの近隣情報の通信を抑制するかどうかを決定する。例えば、
第１のアクセスポイントは、ＮＡＮに参加している第３のアクセスポイントからの別の近
隣情報の受信信号強度が閾値を満たす場合、近隣情報の通信を抑制することを決定し得る
。
【００５４】
　[0058]方法３００の１つのインプリメンテーションによれば、近隣情報は、米国電気電
子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｉ規格に従った近隣レポートである。近隣レポートは
、第１のアクセスポイントの近傍における近くのアクセスポイントのリストを含み得る。
近隣情報は、アクセスポイントのビーコンフレーム、プローブ要求、または高速初期リン
クセットアップ（ＦＩＬＳ）ディスカバリフレームを使用して通信され得る。方法３００
の別のインプリメンテーションによれば、近隣情報は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１ｖ規格に従った近隣レポートである。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉおよびＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ｖは、近隣レポートの異なるフォーマットを有し得る。ビーコン／プロー
ブ応答に加えて、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉはまた、ＦＩＬＳディスカバリフレームで公
示することを許可し得る。
【００５５】
　[0059]方法３００の１つのインプリメンテーションによれば、近隣情報は、ＮＡＮ中の
第３のアクセスポイントに関する情報を含む。情報は、第３のアクセスポイントの動作ク
ラス、第３のアクセスポイントの一次動作チャネル、第３のアクセスポイントのターゲッ
トビーコン送信時間、第３のアクセスポイントの基本サービスセット識別（ＢＳＳＩＤ）
、第３のアクセスポイントのサービスセット識別（ＳＳＩＤ）、第３のアクセスポイント
に関連付けられたセキュリティドメイン、または第３のアクセスポイントに関連付けられ
た１つ以上のアクセスネットワーククエリプロトコル（ＡＮＱＰ）パラメータのうちの少
なくとも１つを含む。
【００５６】
　[0060]図３の方法３００は、近隣情報（例えば、第１の近隣情報１１４）がＮＡＮ１０
８中でＮＡＮ動作専用チャネル１５０を使用してアクセスポイント１１０，１２０，１３
０，２４０，２５０，２６０間で通信されることを可能にし得る。従って、第１のアクセ
スポイント１１０が第１の近隣情報１１４をブロードキャストする場合、周囲のアクセス
ポイント（例えば、第２および第３のアクセスポイント１２０，１３０，２４０，２５０
，２６０）は、ディスカバリウィンドウ（例えば、５１２ｍｓ毎におよそ一度生じる１６
ｍｓのウィンドウ）中にＮＡＮ動作専用チャネル１５０上でブロードキャストを聴取し（
hear）得、ブロードキャストに基づいてネットワークプロパティを更新し得る。ＮＡＮ動
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作専用チャネルを介してアクセスポイント間で近隣情報を通信することは、アクセスポイ
ントがワイヤレスデバイスからの取得サービスを要求することなくリアルタイムで近隣情
報を取得することを可能にし得る。
【００５７】
　[0061]図４を参照すると、アクセスポイントがＮＡＮ中でＮＡＮ動作専用チャネルを介
して近隣情報を通信することを可能にする方法４００の別の特定のインプリメンテーショ
ンが示されている。方法４００は、図１－２のアクセスポイント１１０，１２０，１３０
，２４０，２５０，２６０のいくつかで実行され得る。
【００５８】
　[0062]４０２で、方法４００は、第１のアクセスポイントにおいて、ＮＡＮ中でＮＡＮ
動作専用チャネルを介して第２のアクセスポイントから近隣情報を受信することを含む。
例えば、図１を参照すると、第１のアクセスポイント１１０は、ＮＡＮ１０８中でＮＡＮ
動作専用チャネル１５０を介して第２のアクセスポイント１２０から第２の近隣情報１２
４を受信し得る。
【００５９】
　[0063]４０４で、近隣情報は、ＮＡＮ動作専用チャネルを介してＮＡＮ中の第３のアク
セスポイントに中継され得る。例えば、図１を参照すると、第１のアクセスポイント１１
０は、ＮＡＮ動作専用チャネル１５０を介して第３のアクセスポイント１３０に第２の近
隣情報１２４を中継し（例えば、プロキシしまたは再ブロードキャストし）得る。
【００６０】
　[0064]図４の方法４００は、近隣情報（例えば、第１の近隣情報１１４）がＮＡＮ１０
８中でＮＡＮ動作専用チャネル１５０を使用してアクセスポイント１１０，１２０，１３
０，２４０，２５０，２６０間で通信されることを可能にし得る。従って、第１のアクセ
スポイント１１０が第１の近隣情報１１４をブロードキャストする場合、周囲のアクセス
ポイント（例えば、第２および第３のアクセスポイント１２０，１３０，２４０，２５０
，２６０）は、ディスカバリウィンドウ（例えば、５１２ｍｓ毎におよそ一度生じる１６
ｍｓのウィンドウ）中にＮＡＮ動作専用チャネル１５０上でブロードキャストを受信し得
、ブロードキャストに基づいてネットワークプロパティを更新し得る。
【００６１】
　[0065]図５を参照すると、ワイヤレス通信デバイスの特定の例示的なインプリメンテー
ションが、描写され、一般的に５００に指定される。デバイス５００は、メモリ５３２に
結合された、デジタル信号プロセッサのようなプロセッサ５１０を含む。
【００６２】
　[0066]プロセッサ５１０は、メモリ５３２に記憶されたソフトウェア（例えば、１つ以
上の命令５６８のプログラム）を実行するように構成され得る。さらに、または代替とし
て、プロセッサ５１０は、ワイヤレスインターフェース５４０（例えば、ＩＥＥＥ ８０
２．１１のインタフェース）のメモリに記憶された１つ以上の命令を実行するように構成
され得る。例えば、ワイヤレスインターフェース５４０は、ＩＥＥＥ ８０２．１１基準
に従って動作するように構成され得る。特定のインプリメンテーションでは、プロセッサ
５１０は、図３の方法３００および／または図４の方法４００に従って、動作するように
構成され得る。例えば、プロセッサ５１０は、近隣情報（例えば、第１の近隣情報１１４
）を生成するように構成される近隣生成モジュール５９０を含み得る。
【００６３】
　[0067]ワイヤレスインターフェース５４０は、プロセッサ５１０およびアンテナ５４２
に結合され得る。例えば、ワイヤレスインターフェース５４０は、アンテナ５４２を介し
て受信されるワイヤレスデータがプロセッサ５１０に提供され得るように、トランシーバ
５４６を介してアンテナ５４２に結合され得る。さらに、プロセッサ５１０は、ワイヤレ
スインターフェース５４０、トランシーバ５４６、およびアンテナ５４２を介してアクセ
スポイントに第１の近隣情報１１４を通信し（例えば、通信し）得る。
【００６４】
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　[0068]コーダ／デコーダ（ＣＯＤＥＣ）５３４はまた、プロセッサ５１０に結合される
ことができる。スピーカ５３６およびマイクロフォン５３８は、ＣＯＤＥＣ５３４に結合
されることができる。ディスプレイコントローラ５２６は、プロセッサ５１０およびディ
スプレイデバイス５２８に結合されることができる。特定のインプリメンテーションにお
いて、プロセッサ５１０、ディスプレイコントローラ５２６、メモリ５３２、ＣＯＤＥＣ
５３４、およびワイヤレスインターフェース５４０は、システムインパッケージまたはシ
ステムオンチップデバイス５２２に含まれる。特定のインプリメンテーションにおいて、
入力デバイス５３０および電源５４４は、システムオンチップデバイス５２２に結合され
る。さらに、特定のインプリメンテーションでは、図５に例示されるように、ディスプレ
イデバイス５２８、入力デバイス５３０、スピーカ５３６、マイクロフォン５３８、アン
テナ５４２、および電源５４４は、システムオンチップデバイス５２２の外部にある。し
かしながら、ディスプレイデバイス５２８、入力デバイス５３０、スピーカ５３６、マイ
クロフォン５３８、アンテナ５４２、および電源５４４の各々は、１つ以上のインタフェ
ースまたはコントローラのような、システムオンチップデバイス５２２の１つ以上のコン
ポーネントに結合されることができる。
【００６５】
　[0069]説明されたインプリメンテーションと共に、装置は、ＮＡＮに参加している第１
のアクセスポイントにおいて近隣情報を生成するための手段を含む。近隣情報は、第１の
アクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１つの他のアクセスポイントの
ネットワークプロパティおよび第１のアクセスポイントのネットワークプロパティのうち
の少なくとも１つを示し得る。例えば、第１のアクセスポイントにおいて近隣情報を生成
するための手段は、図１－２のアクセスポイント１１０，１２０，１３０，２４０，２５
０，２６０のいくつか内のプロセッサ、図５の命令５６８を実行するようにプログラムさ
れたプロセッサ５１０、図５の近隣情報生成モジュール５９０、１つ以上の他のデバイス
、回路、モジュール、またはいくつかのそれらの組み合わせを含み得る。
【００６６】
　[0070]装置はまた、ＮＡＮに参加している第２のアクセスポイントを検出するための手
段を含み得、ここにおいて、ＮＡＮデータパスチャネルは第１のアクセスポイントに第２
のアクセスポイントを通信可能に結合する。例えば、検出するための手段は、図１－２の
アクセスポイント１１０，１２０，１３０，２４０，２５０，２６０のいくつか内のプロ
セッサまたはセンサ、図５の命令５６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ５
１０、１つ以上の他のデバイス、回路、モジュール、またはいくつかのそれらの組み合わ
せを含み得る。
【００６７】
　[0071]装置はまた、第１のアクセスポイントのブロードキャスト範囲内の少なくとも１
つの他のアクセスポイントのネットワークプロパティおよび第１のアクセスポイントのネ
ットワークプロパティのうちの少なくとも１つに関連するデータを第２のアクセスポイン
トに提供するために、第１のアクセスポイントから第２のアクセスポイントに近隣情報を
通信するための手段を含む。例えば、近隣情報を通信するための手段は、図１－２のアク
セスポイント１１０，１２０，１３０，２４０，２５０，２６０のいくつか内のワイヤレ
スインターフェース、図５のワイヤレスインターフェース５４０、図５のトランシーバ５
４６、図５のアンテナ５４２、１つ以上の他のデバイス、回路、モジュール、またはいく
つかのそれらの組み合わせを含み得る。
【００６８】
　[0072]説明されたインプリメンテーションと共に、第２の装置は、ネイバーアウェアネ
ットワーク（ＮＡＮ）中でＮＡＮ動作専用チャネルを介して第２のアクセスポイントから
近隣情報を受信するための手段を含む。例えば、近隣情報を受信するための手段は、図１
－２のアクセスポイント１１０，１２０，１３０，２４０，２５０，２６０のいくつか、
図５のワイヤレスインターフェース５４０、図５のトランシーバ５４６、図５のアンテナ
５４２、１つ以上の他のデバイス、回路、モジュール、またはいくつかのそれらの組み合
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【００６９】
　[0073]第２の装置はまた、ＮＡＮ動作専用チャネルを介してＮＡＮ中の第３のアクセス
ポイントに近隣情報を中継する手段を含み得る。例えば、近隣情報を中継するための手段
は、図１－２のアクセスポイント１１０，１２０，１３０，２４０，２５０，２６０のい
くつか、図５のワイヤレスインターフェース５４０、図５のトランシーバ５４６、図５の
アンテナ５４２、図５の命令５６８を実行するようにプログラムされたプロセッサ５１０
、１つ以上の他のデバイス、回路、モジュール、またはいくつかのそれらの組み合わせを
含み得る。
【００７０】
　[0074]当業者はさらに、ここで開示されたインプリメンテーションに関連して説明され
た様々な例示的な論理ブロック、構成、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップ
が、電子ハードウェア、プロセッサによって実行されるコンピュータソフトウェア、また
は両方の組み合わせとしてインプリメントされ得ることを認識するであろう。様々な例示
的なコンポーネント、ブロック、構成、モジュール、回路、およびステップが、一般的に
それらの機能性の観点から上記において説明された。そのような機能性がハードウェアま
たはプロセッサ実行可能命令としてインプリメントされるかどうかは、特定のアプリケー
ションおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、各特定のアプリ
ケーションに関して様々な方法で説明された機能性をインプリメントし得るが、そのよう
なインプリメンテーションの決定は、本開示の範囲からの逸脱をもたらすと解釈されるべ
きではない。
【００７１】
　[0075]本明細書で開示されたインプリメンテーションに関連して説明された方法または
アルゴリズムのステップは、直接ハードウェア中で、プロセッサによって実行されるソフ
トウェアモジュール中で、またはこれら２つの組み合わせで、具現化され得る。ソフトウ
ェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読み出し専
用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブル読み出し専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログ
ラマブル読み出し専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル読み出し専
用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディ
スク、コンパクトディスク読み出し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、または当該技術におい
て知られる任意の他の形式の非一過性の（non-transient）（例えば、非一時的な）記憶
媒体中に存在し得る。例証的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、
記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替において
、記憶媒体は、プロセッサと一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体は、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）中に存在し得る。ＡＳＩＣは、コンピューティングデバイスまた
はユーザ端末中に存在し得る。代替において、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピュー
ティングデバイスまたはユーザ端末中にディスクリートコンポーネントとして存在し得る
。
【００７２】
　[0076]開示されたインプリメンテーションの先の説明は、当業者が、開示されたインプ
リメンテーションを製造または使用することを可能にするために提供される。これらのイ
ンプリメンテーションへの様々な修正は、当業者に容易に明らかとなり、本明細書で定義
された原理は、本開示の範囲から逸脱することなしに他のインプリメンテーションに適用
され得る。したがって、本開示は、本明細書で示されたインプリメンテーションに限定さ
れるようには意図されず、次の特許請求の範囲によって定義されるような原理および新規
な特徴と一致する可能な限り最も広い範囲が付与されるべきである。
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